
令和７年度 第４回 福島市地域公共交通活性化協議会 

議 事 概 要 

 

 

日時：令和８年２月２０日（金）１３時３０分〜 

会場：市民センター ３０３会議室 

 

１  開 会 

 

２  議 事 

（１）報 告 

①路線バス「医大・松川線」、松川水原乗合タクシー（さくら号）の 

利用状況について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・資料１ 

 ・事務局より資料１に基づき報告 

（会長） 

 ・今回のダイヤ改正は、医大から帰ってきやすくすることが主旨だった

ので、そういう意味では乗ってもらえたかどうかが評価としては大事

だ と思う。それがわかるように資料を作っていただきたい。 

  ・総括するとダイヤ改正後、松川から医大に行く人が減った。一方で医

大から松川に行く人は、その割には遜色ない数字なので、一定の効果

はあったのかなと思うが、季節が違うので比較はむずかしい。 

・群馬大学関連のバスについてお手伝いしているが、４月のバス利用者

数を１００人とすると、大体６月には８０人ぐらいになり、夏休み明

けには６０人くらいになる。 

・バイク購入や自動車免許取得などで移動のスタイルが変わるとか、前

期の方が必修科目が多いなどあるので、大学では上半期に利用者が多

いことが一般的。 

  ・次年度にどうだったかということを、引き続きウォッチする必要があ

ると思うので、継続してデータを確認していきたい。 

 

②パークアンドライド事業について・・・・・・・・・・・・・・資料２ 

 ・事務局より資料２に基づき報告 

（会長） 

・リビング新聞に掲載されたことも一定程度の効果はありつつ、一方で



ジブリ展のあった８～９月は非常に利用者が多く、県立美術館等で大

きなイベントがあるときに、結構ポイントになるということが見えて

きたところは面白い副産物。 

 ・明日から大ゴッホ展が始まるが、大きなインパクトがあるものがくる

と交通の混雑が課題となる。パークアンドライドが大きいイベント時

の１つのセーフティネットにもなるということは、面白い特徴だと思

う。 

  ・継続してデータを確認していきたい。 

 

③福島駅西口循環バスの実証運行結果について・・・・・・・・・資料３ 

・事務局より資料３に基づき報告 

（会長） 

 ・新聞等でも出ているが、ピボットにいろいろと入るという報道があ

り、イトーヨーカド―がなくなって日常の買い物が厳しいという当初

の状況が変わるので、一旦立ちどまって再検討が必要。 

・一方で、比較的街中のエリアで、さらなる移動支援が本当に必要なの

かというところも含めて、今後議論していくことになる思う。 

 

（２）協 議 

①福島県県北圏域地域公共交通利便増進実施計画の変更（案）に 

ついて（意見聴取）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・資料４ 

・事務局より資料４に基づき説明 

（福島交通） 

・弊社では福島駅からイオンモール伊達まで、２０分の等間隔で走らせ

るようダイヤを調整してきた。それに加えて、全部ではないが、毎時

００分には藤田方面へ行くダイヤ、毎時２０分には保原方面へ行くダ

イヤという形で、イオンモール伊達から先のお客様に対しても、利用

しやすいダイヤとなるよう変更を行う。 

（会長） 

・県の地域公共交通活性化協議会の中でまた意見聴取が行われて、変更

案が定められるということになるので、ご承知おきいただきたい。 

・福島駅から医大間も約１５分間隔のわかりやすい時刻で走っている

が、福島駅で全くそれが読み取れない。 

・福島駅から医大までは１５分間隔運行、福島駅からイオンモール伊達

は２０分間隔運行ということを、どこかにわかりやすく表示すること



も非常に大事とだと思う。 

・覚えやすい時刻にある程度の頻度でバスが走っているいうことは、も

のすごく売りになるので、そういうところをわかりやすくアピールで

きるように、ぜひ工夫していただきたい。 

≪全会一致で承認≫ 

 

②路線バス「月舘経由川俣線」の廃止について・・・・・・・・・資料５ 

 ・事務局より資料５に基づき説明 

≪意見・質問等なし≫ 

≪全会一致で承認≫ 

 

③令和８年度福島市地域公共交通活性化協議会の事業計画（案） 

について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・資料６ 

≪全会一致で承認≫ 

 

④令和８年度福島市地域公共交通活性化協議会の予算（案） 

  について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・資料７ 

・関連事項のため、事務局より資料６、資料７に基づき一括説明 

（会長） 

・これまでと明らかに１個だけ変わるところがあり、協議会の④が１月

くらいの時期に入ってきている。 

・フィーダー系統補助という、路線バス、乗合タクシー等の運行費補助

について、この協議会が事業主体になっているので、そのための事業

評価、自己評価を行うということが、これから出てくる。 

・予算案については事務局から説明があったが、３月市議会の議決が前

提となりますので、お含みおきいただきたい。 

≪全会一致で承認≫ 

 

（３）その他 

 ・特になし 

 

４ 閉 会 

 

 


